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≪ 暑中お見舞い申し上げます ≫             

 盛夏の候、皆様におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

大変な暑さの中、毎日のお仕事お疲れ様です。先日、嬉野市で全国１位の最高気温を記録 

しました。36度 5分…聞き慣れてしまっていますが、体温並みなど 20年前には予想もして 

いなかった事態です。水分・睡眠を十分に取って、どうぞお気をつけてお過ごしください。 

写真は、轟小前の椎葉川で 

水遊びをする子供達です。 

いつまでも残したい夏の 

風景です。 

 

 

≪ 防犯ボランティアスキルアップ研修会で、護身術の腕前もアップ！ ≫ 

 7月 13日（木）佐賀市のメートプラザに於いて、今泉
いまいずみ

重敏
しげとし

氏による

講話「安全・安心まちづくり」と、            ➡➡ 

平尾
ひ ら お

昌
まさ

晃
あき

氏・鳥丸
と り ま る

鶴一氏による「護身術」の実演が催されました。 

講話では、各自が自宅周りを整頓したり、ゴミ置き場に花を飾るだけ

で、地区一丸となった警戒体制を示すことができる事等が紹介されました。実演では屈強な 

空手家（平尾氏・右）が不審者役に扮し、かわいい男子高校生役の、 

こちらも空手家（鳥丸氏）が自転車通学中の呼び止めに応じる場合の 

一工夫・自転車を間に挟んで立つことなどを紹介。 

←← 

また、子供や女性が手をつかまれた場合の振

り払い方は、志村けんのアイーンのように手前に引くことを指導して下

さいました。ご覧になりたい方には再現いたしますので事務局に 

お声掛け下さい。指導を受けた際に、「つ‥強いですね」とお墨付き

を頂いております。       （裏面もご覧下さい）       ↑こちらは別の女性です   

 

  

  
  

  

  
  

    
    

  

    

  

  

    

  

  
      

  



 

≪ 川の遊歩道の美化活動お疲れ様でした（環境整備部会事業） ≫ 

7月 8日（土）7時 30 分～8時 30分、環境整備部会（山口美智雄部会長）の皆様により 

初の試み・川の遊歩道の美化活動が行われました。鯉登苑の下へ降りて轟公園で折り返して 

来るコースで、1時間とは言え、これがなかなか大変！当日は会員 5名と

末永会長の参加で、草刈り機 1 台と鎌を使って遊歩道を覆う草を払い 

ながら進みましたが、片側だけでも轟公園まで到達できませんでした。 

 

丁寧な仕事をして頂き、とてもきれいに 

なりました。作業が済んでから土砂降りの雨になりましたので、 

ひどく濡れることがなかったのが救いでした。お盆のお忙しい 

時期にご参加頂き、どうもありがとうございました。 

 

 

≪ 轟小サマースクール・児童の復習の丸付け加勢（青少年育成部会事業）≫ 

 夏休みに入ったばかりの 7月 24 日（月）～26日（水）の 3 日間、８：２５～１０：２０まで、コミュニティ 

を通して集まって頂いた区長さんや地区の有志の方 9 名が轟小に出向き、手分けして全校児童の 

勉強のお手伝いをしました。復習ドリルの丸付けで、答案があるので簡単だと聞いていましたが 

高学年の教室から出てきた方は口々に「難しか」のご感想でした。 

私も 4 年生の教室に 3日間通い、 

平行四辺形の定義を子供達から教

わりました。 

逆に、実生活で身に付けた単位 

（１kg＝１０００g）等は得意になって子

供達に説明しました。理解した時の子供の顔の清々しいこと！ 

自分の子供もこんな風に、わからないことがあったろうな、勉強を見てやればよかったなと・・ちょっと

切なく感じましたが、今回そんなこともわかって良い経験ができました。ご賛同下さった皆様、お疲れ

様でした。 

 ちょっといい話 のコーナー  

  先日お料理作りの会に参加した時のことです。数少ない男性参加者のお一人が 

実習・食事後の感想で「料理を作るのは大変だと思いました。母ちゃんは他界していますが、 

私が何もしないで待つ間に、毎日こうして食事を作ってくれていたんだとわかりました。 

女性に感謝です。」とおっしゃいました。説明不要、心のこもった想いが伝わってきました。 

 

  上不動のシャクナゲ園・宮田さんご夫妻の後日談です。お茶の忙しい頃に再訪してしまっ 

た私に嫌な顔もせず「花のある時期に来んば」と気の毒がって、奥様が、開花を待つ花苗を抜い 

てポットに入れて手渡して下さいました。ご主人は「この前、あんたくらいの女の人が西海から 

ひょかっと来て、その辺手伝ってくれたけ、お昼冷や麦一緒にして、午後から茶工場見せに 

行ったら喜んどった」とお話ししてくれました。きっとその女性も、思いがけず故郷に帰った 

ように感じたのではないでしょうか。お二人でお茶の日除けシートを片付けながら、私などには 

もったいないくらいの実り多きお話をして下さいました。ありがとうございました。苗は 

暑さに負けずに強くまっすぐ伸びています。  文責：谷山佳世 轟大野原コミュニティ ４３－３２５６ 


